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『
作
法
集
』
所
収
の
印
仏
作
法
に
つ
い
て

駒

井

信

勝

１
．は
じ
め
に

　

現
行
の
『
作
法
集
』（
以
下
た
だ
『
作
法
集
』
と
あ
る
場
合
に
は
智
山
派
で
用
い
ら
れ
て
い
る
現
行
の
『
作
法
集
』
を
指
す
）
が

ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い（
１
）が

、
幸
心
流
の
祖
で
あ
る
憲
深
（
一
一
九
二
～
一
二
六
三
）
の
五
十
四
帖
の
『
作
法
集
』

（
以
下
『
五
十
四
帖
』）
が
大
本
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。『
五
十
四
帖
』
は
、
一
法
一
帖
の
様
々
な
作
法
を
、
憲
深

が
五
十
四
に
纏
め
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
関
し
て
、
明
治
三
十
一
年
に
発
行
さ
れ
た
葦
原
寂
照
撰
述
の
『
醍
醐
乳
味
鈔
』

（
以
下
『
乳
味
鈔
』）
巻
十
九
の
『
作
法
集
』
の
冒
頭
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

此
集
ハ
遍
知
院
僧
正
成
賢
ノ
撰
ナ
リ
、
而
シ
テ
元
祖
此
集
ノ
遺
漏
ヲ
蒐
集
シ
テ
更
ニ
加
ヘ
テ
五
十
四
帖
ト
ス
、（
性
善
曰
ク
道

教
方
ニ
ハ
、
加
補
無
キ
カ
故
ニ
、
帖
数
較
々
少
ナ
シ
、）
成
賢
ハ
原
ト
常
喜
院
鈔
ニ
依
リ
、
常
喜
院
ハ
成
蓮
坊
兼
意
ノ
作
法
集
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ニ
拠
ル
ナ
リ
、

 

（『
乳
味
鈔
』
巻
十
九
・
一
丁
右
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
五
十
四
帖
』
の
成
立
ま
で
の
流
れ
は
、
古
く
は
兼
意
（
一
〇
七
二
～
一
一
四
五
以
後
）
の
『
作
法
集
』
な
る

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
弟
子
の
心
覚
（
一
一
一
七
～
一
一
八
〇
）
が
『
常
喜
院
鈔
』
を
作
り
だ
し
た
。
そ
し
て
、
成
賢
（
一

一
六
二
～
一
二
三
一
）
が
こ
の
兼
意
の
『
作
法
集
』
と
『
常
喜
院
鈔
』
に
則
り
、
新
た
に
『
作
法
集
』
を
撰
述
し
、
こ
の
成
賢
の
『
作

法
集
』
の
足
り
な
い
部
分
を
、
憲
深
が
集
め
て
五
十
四
に
纏
め
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、『
密
教
大
辞
典
』
で
『
作
法
集
』
を
引
く
と
、
こ
の
伝
の
他
に
も
う
一
つ
の
伝
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五
十
四

帖
中
の
三
十
帖
は
成
賢
の
記
述
で
あ
り
、
残
り
の
二
十
四
帖
は
他
の
師
の
記
述
と
い
う
も
の
で
、
憲
深
が
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
五
十

四
に
纏
め
上
げ
た
と
す
る
伝
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
『
五
十
四
帖
』
の
成
立
に
関
し
て
は
指
摘
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
言
え
な
い（
２
）が
、
こ
の
『
五
十
四
帖
』

が
幸
心
流
の
『
作
法
集
』
の
元
祖
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、『
五
十
四
帖
』
を
も
と
に
『
作
法
集
』
が
成
立
し
た
訳
で
あ
る
が
、『
作
法
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
法
の
数
は
三
十
五（
３
）

で
あ
る
。
五
十
四
あ
っ
た
作
法
の
う
ち
、
十
九
の
作
法
が
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
十
五
の
作
法
の
全
て
を
、『
五
十
四
帖
』

よ
り
取
り
入
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
他
に
隆
誉
（
一
六
五
三
～
一
七
一
一
）
の
『
抜
次
第
』
や
『
十
結
』
か
ら
も
取
り
入
れ
て

い
る（
４
）と
い
う
。
こ
れ
に
関
し
て
布
施
（1975

）
で
は
、
現
在
最
も
行
わ
れ
る
行
法
を
中
心
に
編
じ
た
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て

い
る
（
布
施
（1975, p.53

））。

　

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、『
作
法
集
』
に
説
か
れ
て
い
る
作
法
は
、
歴
代
の
阿
闍
梨
達
が
伝
え
て
来
た
多
く
の
作
法
の
中
で
も
、
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特
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
今
の
時
代
に
お
い
て
も
大
切
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
に
は

引
導
作
法
や
開
眼
や
施
餓
鬼
作
法
な
ど
と
比
べ
る
と
、
修
す
る
機
会
が
少
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
五
十
四
帖
』
に
も
『
作
法
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
恐
ら
く
修
す
る
機
会
が
少
な
い
作
法
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
「
印
仏
作
法
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
作
法
が
如
何
な
る
も
の
な
の
か
を
確
認
し
、
何
故

現
在
で
は
修
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
こ
の
作
法
の
目
的
や

そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
．印
仏
作
法
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、
印
仏
作
法
が
ど
の
よ
う
な
作
法
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
。
印
仏
作
法
と
は
、
ま
ず
こ
の
作
法
を
修
す
る
行
者
が

帰
依
し
て
い
る
仏
や
菩
薩
、
或
い
は
塔
の
形
を
三
寸
く
ら
い
の
大
き
さ
に
彫
っ
た
も
の
を
準
備
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
用
い
て
、
虚

空
に
仏
の
姿
を
印
し
付
け
、
行
者
の
滅
罪
の
た
め
に
、
或
い
は
衆
生
に
印
仏
の
功
徳
を
施
す
た
め
に
行
う
作
法（
５
）で
あ
る
。『
智
山
事

相
辞
典
』
に
は
、

行
者
の
帰
依
す
る
仏
菩
薩
等
を
彫
刻
し
、
そ
の
木
像
の
背
に
形
木
と
い
う
小
さ
い
柄
を
つ
け
、
そ
の
尊
の
真
言
を
唱
え
な
が
ら

百
八
返
香
に
薫
じ
、
行
者
の
滅
罪
の
た
め
に
行
ず
る
作
法
。［
作
法
］
ま
ず
三
礼
・
如
来
唄
（
礼
盤
の
上
に
て
譜
士
を
つ
け
て

唱
え
る
。
唱
え
終
っ
て
着
座
護
身
法
等
）、
次
に
印
仏
、
そ
の
尊
の
真
言
を
唱
え
な
が
ら
香
に
薫
ず
る
こ
と
百
八
返
、
念
珠
で

数
を
と
る
。
次
に
偈
文
、
次
に
仏
眼
印
言
（
二
十
一
返
ま
た
は
百
八
返
）、
次
に
大
日
印
言
（
外
五
股
印
・
五
字
明
二
十
一
返

ま
た
は
百
八
返
）
を
結
誦
す
る
。
こ
の
二
種
印
言
は
印
仏
の
仏
菩
薩
を
開
眼
す
る
た
め
に
結
誦
す
る
。
行
法
の
終
り
に
修
す
る
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時
は
三
礼
・
如
来
唄
は
用
い
な
い
。
四
度
加
行
の
行
者
は
こ
の
作
法
は
用
い
な
い
。

　

と
記
さ
れ
て
い
る（
６
）。

　

さ
て
、『
智
山
事
相
辞
典
』
の
記
述
に
随
う
な
ら
ば
、
印
仏
作
法
に
は
二
通
り
の
修
し
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
三
礼
・
如
来
唄
を

唱
え
た
後
に
行
う
方
法
で
、
も
う
一
つ
は
三
礼
・
如
来
唄
を
用
い
ず
、
一
座
の
行
法
の
後
に
行
う
方
法
で
あ
る
。
行
法
の
後
に
行
う

と
い
う
の
は
、
例
え
ば
『
十
八
道
念
誦
次
第
』
を
行
じ
た
後
に
、
印
仏
作
法
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
智
山
派
で
使
用
し

て
い
る
『
十
八
道
念
誦
次
第
』
の
最
後
に
「
次
出
道
場
」
が
あ
る
が
、
そ
の
次
に
「
次
印
仏
読
経
等
」
と
あ
る
。
実
は
、
こ
の
印
仏

が
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
印
仏
作
法
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
『
智
山
事
相
辞
典
』
同
様
、「
四
度
の
行
者
は
印
仏
作

法
は
行
わ
な
い
。
読
経
は
行
法
の
余
暇
に
、
任
意
読
誦
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
四
度
加
行
で
は
印
仏
作
法
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

　

で
は
次
に
、『
作
法
集
』
の
大
本
で
あ
る
『
五
十
四
帖
』
で
は
、
印
仏
作
法
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て

い
き
た
い
。

印
仏
作
法　

先
以
印
仏
薫
香
煙
印
虚
空
。（
遍
数
可
随
意
）

○
次
偈

我
今
香
煙
印
如
来　

相
好
具
足
放
光
明

遍
満
虚
空
世
界
海　

猶
如
灯
炎
無
障
礙

依
此
印
仏
功
徳
力　

利
益
無
辺
有
情
界

共
生
極
楽
証
妙
果　

恒
為
衆
生
解
脱
縁
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○
次
仏
眼
印
言
（
小
呪
）　

○
次
大
日
印
言
（
外
五
股
印
。
五
字
呪
）

○
印
仏
作
法

○
先
三
礼　

○
如
来
唄　

○
次
印
仏
（
偈
文
如
前
）

○
次
仏
眼
真
言
（
仏
眼
印
）
唵
。
没
駄
路
左
寧
。
娑
婆
賀

○
次
大
日
五
字
真
言
（
五
股
印
）

行
法
次
三
礼
如
来
唄
必
不
用
之
。

御
本
曰
先
師
遍
智
院
僧
正
御
房
以
御
自
筆
之
本
書
之
畢
此
略
作
法
殊
秘
蔵
秘
蔵
即
故
法
務
御
房
御
自
筆
也（
７
）

　

前
半
部
分
は
、
現
行
の
『
作
法
集
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
二
回
目
の
「
○
印
仏
作
法
」
以
降
の
後
半
部
分
は
『
作
法
集
』
に
は

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、『
五
十
四
帖
』
に
見
ら
れ
る
二
通
り
の
方
法
は
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
今
に
伝
わ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、

こ
の
時
か
ら
既
に
二
通
り
の
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
点
は
、
憲
深
の
奥
書
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

御
本
曰
先
師
遍
智
院
僧
正
御
房
以
御
自
筆
之
本
書
之
畢
此
略
作
法
殊
秘
蔵
秘
蔵
即
故
法
務
御
房
御
自
筆
也

「
先
師
で
あ
る
遍
智
院
成
賢
御
房
の
御
自
筆
の
本
に
基
づ
い
て
、
印
仏
作
法
を
書
き
終
え
ま
し
た
。
こ
の
略
作
法
は
、
特
に
秘

蔵
に
し
ま
す
。
秘
蔵
に
す
べ
き
と
い
う
の
は
、
成
賢
御
房
の
御
自
筆
で
す
。」

　

と
あ
り
、
後
半
部
分
の
、
行
法
な
く
三
礼
・
如
来
唄
の
後
に
印
仏
作
法
を
行
う
略
作
法
は
、
秘
蔵
に
す
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。
恐
ら
く
は
、
こ
の
た
め
に
現
行
の
『
作
法
集
』
で
は
後
半
部
分
の
略
作
法
を
載
せ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
略
作
法
は
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秘
蔵
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
は
行
法
の
後
に
行
う
べ
き
作
法
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、『
五
十
四
帖
』
を
纏
め
上
げ
た
憲
深
の
口
説
を
、
そ
の
弟
子
親
快
（
一
二
一
五
～
一
二
七
六
）
が
筆
記
し
た
『
幸

心
鈔
』
か
ら
も
理
解
出
来
る
。

・『
幸
心
鈔
』
巻
第
二

印
仏
事

問
。
印
仏
作
法
如
何　

答
。
供
養
法
解
界
発
遣
等
之
後
。
以
印
仏
薫
焼
香
煙
。
印
虚
空
遍
数
可
任
意
也
。
師
云
。
仏
法
修
行
作

法
為
無
間
断
如
此
令
作
歟
。

 

（『
大
正
蔵
』
七
八
巻
・
七
二
七
中
）

質
問
。
印
仏
作
法
と
は
ど
の
よ
う
な
作
法
か
。
回
答
。［
印
仏
作
法
と
は
］
供
養
法
に
お
い
て
、［
一
連
の
作
法
が
終
わ
り
］
解

界
・
発
遣
等
を
行
っ
た
後
に
、
仏
様
の
形
が
印
し
て
あ
る
も
の
（
印
仏
）
を
焼
香
の
煙
に
薫
じ
て
、［
そ
れ
で
］
虚
空
を
印
す

る
作
法
で
あ
る
。［
虚
空
を
印
す
る
］
回
数
は
思
う
ま
ま
に
行
い
な
さ
い
。
師
（
成
賢
）
が
云
う
に
は
、
仏
法
修
行
の
作
法
は
、

途
切
れ
る
事
無
く
行
う
も
の
で
あ
る
。［
だ
か
ら
印
仏
作
法
も
］
こ
の
よ
う
に
［
毎
回
］
作
法
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
幸
心
鈔
』
で
は
、
行
法
の
後
に
行
う
印
仏
作
法
に
の
み
触
れ
、
略
作
法
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
印
仏

作
法
は
、
行
法
の
後
に
は
毎
回
行
う
旨
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
印
仏
作
法
は
基
本
的
に
は
行
法
の
後
に
行
い
、
偈
文
に
「
此
の
印
仏
の
功
徳
力
に
依
り
て　

無
辺
の
有
情
界
を
利

益
し　

共
に
極
楽
に
生
じ
て
妙
果
を
証
し　

恒
に
衆
生
の
為
に
解
脱
の
縁
と
な
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
の
利
益
の
為
に
行
わ
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れ
る
の
で
あ
る
。

３
．印
仏
作
法
の
伝
授
に
つ
い
て

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
印
仏
作
法
は
『
五
十
四
帖
』
か
ら
現
行
の
『
作
法
集
』
に
至
る
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
作
法
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
修
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
四
度
加
行
に
お
い
て
印
仏
作
法
を
行
わ

な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
四
度
加
行
に
お
い
て
印
仏
作
法
が
行
わ
れ
な
い
の
に
は
、

明
確
な
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
四
度
の
行
者
は
未
だ
開
眼
作
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
印
仏
作
法
は
、
印
仏
を
行

っ
た
後
、
偈
文
を
唱
え
、
そ
の
後
仏
眼
と
大
日
の
印
言
を
結
誦
す
る
。
こ
の
仏
眼
と
大
日
の
印
言
が
、
印
仏
の
開
眼
に
当
た
る
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
隆
誉
の
『
四
度
幸
聞
記
』（
以
下
『
幸
聞
記
』）
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
頃
は
四
度
の
行
者
も
印
仏
作
法
は
行
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
『
幸
聞
記
』
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

・『
幸
聞
記
』

◎
印
仏
読
経
等　

印
仏
ノ
作
法
、
別
紙
ニ
ア
リ
。
此
作
法
ハ
、
加
行
ハ
三
時
行
法
ノ
外
ニ
勤
ル
時
ハ
、
三
礼
、
如
来
唄
ヲ
用
ユ

（
金
一
丁
博
士
ニ
唱
ル
也
）
行
法
ノ
次
、
或
ハ
初
夜
ノ
終
、
或
ハ
日
中
ノ
時
ノ
終
ニ
、
勤
ム
ル
時
ハ
、
三
礼
、
如
来
唄
ヲ
用
ヒ
ズ
、

今
時
ハ
、
日
中
ノ
行
法
畢
テ
後
、
修
ス
ル
也
。

 

（『
十
八
道
幸
聞
記
』
二
九
丁
右
）
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こ
の
引
用
文
は
、『
十
八
道
念
誦
次
第
』
の
最
後
、「
印
仏
読
経
等
」
に
対
す
る
口
訣
・
聞
書
を
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。
以
下
の
二

点
に
『
幸
聞
記
』
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　

一
点
目
は
、
行
法
が
な
い
時
に
は
三
礼
・
如
来
唄
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
、『
五
十
四
帖
』
で
秘
蔵
に
さ
れ
て
い
た
略
作
法
が
、

特
に
秘
蔵
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
二
点
目
は
、
行
法
の
後
に
行
う
場
合
に
も
、
行
法
の
次
（
即
ち
毎
回
）
か
、
初
夜
の
時
か
、
日

中
の
時
の
三
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
、「
今
時
ハ
、
日
中
ノ
行
法
畢
テ
後
、
修
ス
ル
也
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
幸
心
鈔
』
で

は
、
毎
回
行
う
旨
が
示
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
幸
聞
記
』
の
時
代
で
は
、
日
中
の
み
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

こ
の
こ
と
か
ら
四
度
の
行
者
も
印
仏
作
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
開
眼
作
法
に
相
当
す
る
仏
眼
と
大
日
の
印
言
の
箇
所
で
は
、

○
仏
眼
印
言　

此
印
言
ハ
金
剛
界
ニ
出
ヅ
、
彼
ノ
聞
記
ニ
之
ヲ
詳
悉
ス
、
此
印
言
等
ハ
印
仏
ノ
開
眼
ナ
リ
。

 

（『
十
八
道
幸
聞
記
』
二
九
丁
左
）

　

と
あ
り
、
十
八
道
の
段
階
で
は
仏
眼
の
印
や
真
言
が
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
金
剛
界
の
『
幸
聞
記
』

を
見
る
こ
と
と
あ
る
。
こ
の
一
文
か
ら
は
、
当
時
ど
の
よ
う
に
十
八
道
の
終
わ
り
に
印
仏
作
法
が
修
さ
れ
て
い
た
か
は
判
断
で
き
な

い
が
、
金
剛
界
の
内
容
を
先
取
り
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
た
め
、
十
八
道
の
段
階
で
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
例
え
ば
、
動
潮
（
一
七
〇
九
～
一
七
九
五
）
の
『
印
仏
作
法
伝
授
手
鑑（
８
）』
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。『
印
仏
作

法
伝
授
手
鑑
』
に
は
、
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○
次
仏
眼
真
言　

仏
眼
印
。
此
仏
眼
大
日
二
種
印
言
。
所
印
仏
菩
薩
開
眼
作
法
也
。
此
印
仏
作
法
。
今
時
四
度
行
者
不
授
之
。

而
授
亦
無
妨
也
。
若
授
時
。
十
八
道
行
者
無
伝
授
仏
眼
印
。
唯
真
言
二
十
一
遍
。
或
百
遍
。
念
誦
加
持
也
。
至
金
界
伝
授
仏
眼

印
故
。
結
誦
印
明
也
。（
中
略
）

○
大
日
五
字
真
言　

五
股
印
。
五
股
印
者
外
五
股
印
也
。
此
印
胎
蔵
界
時
初
伝
授
。
是
故
其
已
前
唯
真
言
二
十
一
遍
。
或
百
遍

誦
加
持
也
。

 

（『
真
言
宗
全
書
』
三
十
三
巻
・
一
二
三
頁
）

○
次　

仏
眼
の
真
言　

仏
眼
の
印　

こ
の
仏
眼
と
大
日
の
二
種
類
の
印
と
真
言
は
、［
香
煙
に
薫
じ
虚
空
に
］
印
し
付
け
た
仏

や
菩
薩
の
開
眼
作
法
で
あ
る
。
今
時
は
、
四
度
加
行
の
行
者
に
は
印
仏
作
法
は
授
け
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
授
け

る
こ
と
も
差
し
支
え
は
な
い
。
も
し
授
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
十
八
道
の
行
者
に
は
仏
眼
の
印
を
伝
授
せ
ず
、
た
だ
真
言
の
み
を

二
十
一
遍
か
、
或
い
は
百
遍
念
誦
す
る
こ
と
で
［
虚
空
に
印
し
付
け
た
仏
・
菩
薩
を
］
加
持
す
る
の
で
あ
る
。
金
剛
界
の
時
に

は
仏
眼
の
印
が
伝
授
さ
れ
る
か
ら
、
印
を
結
ん
で
真
言
を
唱
え
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

○
大
日
五
字
真
言　

五
股
印　

五
股
印
は
外
五
股
印
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
印
は
、
胎
蔵
界
の
時
に
初
め
て
伝
授
さ
れ
る
か
ら
、

そ
れ
以
前
［
の
十
八
道
や
金
剛
界
の
時
］
は
、
た
だ
真
言
の
み
を
二
十
一
遍
か
、
百
遍
唱
え
る
こ
と
で
加
持
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
あ
る
。
こ
の
引
用
文
か
ら
、
動
潮
の
時
代
で
は
、
基
本
的
に
四
度
の
行
者
に
は
印
仏
作
法
を
伝
授
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
一
方
で
、
伝
授
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
の
場
合
に
は
印
を
授
け
ず
、
真
言
の
み
を
念
誦
さ
せ
る
の
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
時
に
は
四
度
の
行
者
に
印
仏
作
法
を
伝
授
し
な
い
伝
と
、
伝
授
は
す
る
け
れ
ど
も
仏
眼
と
大
日
の
印
に
関
し
て
は
、
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金
剛
界
や
胎
蔵
界
の
時
ま
で
伝
授
し
な
い
伝
の
二
系
統
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
他
の
資
料
か
ら
も
こ
れ
ら
二
つ
の
伝
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
の
『
幸
心
院
印
仏
作
法
当
流

二
通
』（
以
下
『
幸
心
印
仏
作
法
』）
で
は
、

御
口
云
此
作
法
四
度
別
行
内
不
許
之
加
行
成
就
已
後
可
勤
修
之
已
達
仁
勿
論
事

「
口
伝
で
は
、
こ
の
印
仏
作
法
は
、
四
度
加
行
の
間
は
修
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
加
行
が
成
就
し
た
後
は
修
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
已
達
の
人
は
勿
論
修
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。」

　

と
あ
る
。『
幸
心
印
仏
作
法
』
の
時
代
は
不
明（
９
）で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
四
度
の
行
者
は
印
仏
作
法
そ
の
も
の
を
修
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
『
乳
味
鈔
』
を
見
て
み
る
と
、

問
曰
十
八
道
ノ
行
者
ニ
ハ
印
仏
ノ
印
契
ヲ
許
ス
ヤ
否
ヤ

答
許
サ
ス
金
剛
合
掌
ニ
テ
両
呪
ヲ
唱
ヘ
シ
メ
（
各
々
七
返
）
金
界
に
至
テ
甫
メ
テ
之
ヲ
許
ス
ナ
リ
、
入
壇
以
上
ノ
人
ハ
宝
瓶
ノ

印
ヲ
結
ヒ
仏
眼
ノ
小
呪
ヲ
誦
ス
、
此
レ
本
流
ノ
秘
伝
ナ
リ
、

 

（『
乳
味
鈔
』
巻
二　

七
十
八
丁
左
）

　

と
、
十
八
道
の
行
者
に
は
印
仏
作
法
に
用
い
る
印
（
仏
眼
と
大
日
の
印
）
は
授
け
ず
に
、
金
剛
合
掌
で
真
言
を
唱
え
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
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限
ら
れ
た
資
料
し
か
確
認
し
て
い
な
い
た
め
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
動
潮
の
時
に
は
加
行
中
の
印
仏
作
法
は
基
本
的
に
行

っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
が
現
在
我
々
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
理
由
で
は
な
く
、

十
八
道
の
段
階
で
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
開
眼
作
法
を
行
う
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
先
徳
達
が
様
々
に
考
え
た
結
果
と

い
え
る
。

４
．印
仏
作
法
の
意
義
に
つ
い
て

『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
法
は
行
者
の
滅
罪
の
た
め）

1（
（

か
、
ま
た
は
印
仏
し
た
尊
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
た
め
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
目
的
は
、
行
法
の
後
に
行
う
場
合
で
も
、
行
法
の
な
い
場
合
で
も
同
じ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
経
軌
に
立
ち
帰

っ
た
場
合
に
、
こ
の
作
法
が
如
何
な
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

印
仏
作
法
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
る
経
軌）

11
（

を
見
る
と
、
そ
こ
で
も
行
法
の
後
に
行
う
も
の
と
、
行
法
な
く
行
う
も
の
の
二
種
類

が
説
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
、『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
経
』（
以
下
『
蘇
婆
呼
経
』）・『
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
誐
念
誦
法
』（
以
下
『
慈
氏
菩

薩
儀
軌
』）・『
火
呶
供
養
儀
軌
』（
以
下
『
火
呶
儀
軌
』）・『
仏
説
七
倶
胝
仏
母
准
提
大
明
陀
羅
尼
経
』（
以
下
『
准
提
大
明
陀
羅
尼
経
』）

に
説
か
れ
る
印
仏
作
法
を
み
て
い
き
た
い
。

・『
蘇
婆
呼
経
』

【
漢
訳
】

又
欲
作
滅
罪
者
。
向
於
空
閑
及
清
浄
処
。
或
以
香
泥
或
用
妙
砂
。
印
塔
以
満
十
萬
。
唯
多
最
甚
。
内
安
縁
起
法
身
偈
。

 

（『
大
正
蔵
』
十
八
巻
・
七
二
〇
中
）

ま
た
、［
自
分
の
犯
し
た
］
罪
を
滅
し
よ
う
と
思
う
の
な
ら
ば
、
静
か
で
清
浄
な
場
所
に
向
か
っ
て
、
香
泥
か
、
或
い
は
砂
を



現代密教　第28号

― 48 ―

用
い
て
、
塔
［
の
形
］
を
十
万
遍
印
し
付
け
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、［
印
す
る
回
数
が
］
多
い
ぶ
ん
に
は
と
て
も
よ
い
。［
印
し

付
け
る
塔
の
］
内
に
は
縁
起
法
身
偈
を
安
置
す
る
の
で
あ
る
。

【
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
】

gtsang zhing dben pa sa yi phyogs su ni// 'jim
 pa 'am

 ni bye m
a las byas pa'i//

bde gshegs m
chod rten rten 'brel snying po can// sdig pa sbyang ba'i phyir ni rtag tu gdab//

 

（D
 f.119v2, P f.181r6-7

）

悪
し
き
行
い
を
浄
化
す
る
た
め
に
、
清
浄
で
静
か
な
方
角
に
向
か
っ
て
、
泥
か
砂
か
ら
作
ら
れ
た
縁
起
法
身
偈）

12
（

を
有
す
る
善
逝

の
塔
［
の
形
］
を
、
常
に
印
し
付
け
る
の
で
あ
る
。

『
蘇
婆
呼
経
』
に
説
か
れ
る
印
仏
作
法
は
、
仏
菩
薩
の
形
を
印
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
塔
の
形
を
印
し
付
け
る
印
塔
作
法
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
詳
し
く
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
泥
か
砂
に
塔
の
形
を
印
し
て
い
く
。
し
か
も
そ
の
塔
の
中
に
は
縁
起
法
身
偈

が
安
置
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
者
の
罪
が
滅
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・『
慈
氏
菩
薩
儀
軌
』

隨
意
送
本
尊
已
。
重
更
結
護
道
場
。
兼
護
己
身
印
。
又
略
観
己
身
為
本
尊
身
。
於
大
円
明
中
而
住
坐
。
復
観
自
心
円
明
中
濔

遏
字
無
生
之
義
。
若
乏
困
。
後
任
出
道
場
作
諸
事
業
。
以
木
印
塔
印
沙
印
水
等
。

 

（『
大
正
蔵
』
二
〇
巻
・
五
九
四
中
）

意
に
随
っ
て
本
尊
を
送
り
奉
り
終
わ
っ
た
ら
、
重
ね
て
更
に
道
場
を
結
護
し
、
合
わ
せ
て
自
身
を
護
る
た
め
に
印
し
な
さ
い
。
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ま
た
、
自
分
の
身
を
本
尊
の
身
で
あ
る
と
観
想
し
て
、
大
円
明
の
中
に
住
し
て
座
り
な
さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
心
に
、
円
明
の

中
に
あ
る
濔
遏
字
の
無
生
の
義
を
観
じ
な
さ
い
。
も
し
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
、
思
う
ま
ま
に
道
場
か
ら
出
て
、
諸
々
の

事
業
を
行
い
な
さ
い
。［
そ
の
事
業
と
は
］
木
を
使
用
し
て
塔
［
の
形
］
を
印
し
付
け
た
り
、
砂
を
印
し
付
け
た
り
、
水
を
印

し
付
け
た
り
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

『
慈
氏
菩
薩
儀
軌
』
の
こ
の
引
用
文
に
注
目
す
る
と
、
こ
こ
で
の
印
仏
作
法
が
行
法
の
終
わ
り
に
修
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

し
、
こ
の
引
用
文
に
は
「
若
乏
困
。
後
任
出
道
場
作
諸
事
業
。
以
木
印
塔
印
沙
印
水
等
」
と
あ
り
、
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
行

法
の
後
道
場
か
ら
出
て
、
印
塔
な
ど
の
作
法
を
行
う
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
行
法
が
成
就
し
な
か
っ
た
場
合
に
そ
れ
を

補
う
目
的
で
修
さ
れ
る
作
法
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
慈
氏
菩
薩
儀
軌
』
に
は
、
こ
の
他
に
も
う
一
つ
印
仏
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。

若
木
剋
作
千
仏
印
。
若
河
海
洲
上
印
沙
為
仏
塔
。
剋
木
像
印
沙
。
成
塔
三
十
萬
箇
。
毎
仏
毎
塔
前
誦
真
言
一
百
八
遍
。
供
養
香

花
。
一
一
如
法
念
誦
。
最
末
後
塔
上
放
光
明
。
照
触
愈
莠
者
頂
上
。
便
得
大
悉
地
。
証
得
八
地
已
来
菩
薩
之
身
。
須
臾
之
間
三

千
大
千
世
界
。
大
火
徳
天
王
能
仁
天
主
等
。
諸
大
威
徳
天
衆
。
八
十
億
倶
胝
天
衆
。
将
諸
宝
臺
宝
蓋
。
伎
楽
歌
詠
讃
歎
。
迎
将

諸
仏
刹
土
広
作
仏
事
。
現
世
造
十
悪
五
逆
罪
人
。
作
此
印
沙
仏
像
塔
像
。
必
得
大
悉
地
。
勿
令
断
絶
。
其
印
塔
作
法
。
一
如
西

方
塔
形
。
中
置
法
身
仏
像

 

（『
大
正
蔵
』
二
〇
巻
・
五
九
九
中
）

木
を
使
用
し
て
刻
す
る
こ
と
で
千
仏
の
印
を
つ
く
る
か
、
も
し
く
は
、
河
や
海
の
中
洲
の
上
の
砂
を
印
し
て
仏
と
し
な
さ
い
。
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そ
し
て
、
塔
を
彫
刻
し
た
木
像
で
砂
を
印
し
て
塔
を
三
十
万
箇
作
り
、［
印
し
付
け
た
］
仏
ご
と
、
塔
ご
と
の
前
で
真
言
を
百

八
遍
誦
し
て
、
香
と
花
に
よ
っ
て
供
養
し
、
一
つ
一
つ
教
え
通
り
に
念
誦
す
れ
ば
、
最
後
に
塔
の
上
か
ら
光
明
が
放
た
れ
て
、

行
者
の
頂
き
を
照
ら
す
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
大
悉
地
を
獲
得
し
、
八
地
以
上
の
菩
薩
の
身
を
証
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
瞬
く
間
に

三
千
大
千
世
界
の
大
火
徳
天
王
・
能
仁
天
主
等
と
、
諸
々
の
大
威
徳
天
衆
・
八
十
億
倶
胝
の
天
衆
が
、
諸
々
の
宝
臺
や
宝
蓋
を

用
い
て
、
伎
楽
し
歌
詠
し
讃
歎
し
、
諸
仏
の
刹
土
に
迎
え
に
行
き
、
広
く
仏
事
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
現
世
に
お
い
て
十
悪
業
や

五
逆
罪
を
犯
し
た
人
で
も
、
此
の
砂
を
印
し
て
仏
像
・
塔
像
と
す
る
［
作
法
を
］
な
せ
ば
、
必
ず
大
悉
地
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ

う
。［
た
だ
し
こ
の
作
法
は
］
途
切
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
其
の
印
塔
の
作
法
は
、
も
っ
ぱ
ら
西
方
の
塔
の
形
の
如
く
し
て
、

中
に
法
身
仏
の
像
を
安
置
し
な
さ
い）

13
（

。

『
慈
氏
菩
薩
儀
軌
』
に
見
ら
れ
る
二
つ
目
の
印
仏
作
法
は
、
行
法
の
後
に
修
法
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
所
作
は
、

木
を
彫
っ
て
仏
と
塔
の
印
を
作
り
、
そ
れ
を
用
い
て
砂
に
仏
の
形
と
塔
の
形
を
印
し
付
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
形
木
を

作
成
し
て
作
法
を
行
う
行
程
は
、
現
行
の
印
仏
作
法
に
通
じ
る
所
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
法
の
目
的
と
し
て
、
大
悉
地
の
獲
得
が

説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
点
は
、「
現
世
造
十
悪
五
逆
罪
人
。
作
此
印
沙
仏
像
塔
像
。
必
得
大
悉
地
」
の
一
文

で
あ
る
。
こ
れ
は
『
蘇
婆
呼
経
』
の
印
仏
作
法
が
滅
罪
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
印
塔
作

法
に
関
し
て
、「
中
置
法
身
仏
像
」
と
あ
る
の
も
、『
蘇
婆
呼
経
』
と
同
じ
く
塔
の
中
に
法
身
舎
利
と
し
て
縁
起
法
身
偈
を
安
置
す
る

意
味
合
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

・『
火
呶
儀
軌
』
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火
法
又
不
速
成
。
即
応
加
部
母
真
言
双
誦
。
又
経
三
七
日
来
加
部
母
真
言
不
遂
本
志
。
即
印
塔
毎
日
一
千
遍
。
又
経
三
七
日
必

果
志
矣
。

 

（『
大
正
蔵
』
十
八
巻
・
九
三
六
中
）

護
摩
（
火
法
）
が
速
や
か
に
成
就
し
な
い
時
は
、
部
母
の
真
言
を
加
え
て
［
所
持
の
真
言
］
と
一
緒
に
誦
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
三
週
間
の
間
部
母
の
真
言
を
加
え
て
修
法
し
て
も
成
就
し
な
い
時
は
、
塔
を
印
す
る
こ
と
毎
日
一
千
遍
を
三
週
間
行
え
ば
、

必
ず
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
引
用
文
は
、
一
連
の
護
摩
の
行
法
の
後
に
説
か
れ
て
い
る
。
自
身
が
修
し
た
護
摩
が
成
就
し
な
い
時
は
、
部
母
の
真
言
を
加

え
て
護
摩
を
修
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
成
就
し
な
い
時
に
、
塔
を
印
す
る
こ
と
で
成
就
が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
慈
氏
菩
薩
儀
軌
』
の
一
つ
目
の
印
仏
作
法
と
同
様
、
行
法
が
成
就
し
な
い
時
に
行
う
作
法
で
あ
る
。

・『
准
提
大
明
陀
羅
尼
経
』 

復
有
一
法
。
於
大
海
辺
或
河
渚
間
沙
潬
之
上
。
以
塔
形
像
印
。
印
砂
潬
上
。
為
塔
形
像
念
誦
一
遍
。
印
成
一
塔
。
如
是
数
満
六

十
萬
遍
。
即
得
覩
見
聖
者
観
自
在
菩
薩
之
像
。
或
見
多
羅
菩
薩
金
剛
蔵
菩
薩
。
隨
其
心
願
皆
得
満
足
。
或
見
授
与
仙
神
妙
薬
。

或
見
授
与
菩
提
之
記
。
或
現
前
問
来
。
隨
乞
願
皆
得
菩
薩
等
位

 

（『
大
正
蔵
』
二
〇
巻
・
一
七
四
中
）

ま
た
一
つ
の
法
あ
り
。
海
の
辺
り
か
、
或
い
は
河
に
あ
る
中
洲
の
砂
場
の
上
で
、
塔
の
形
を
し
た
像
の
印
を
使
用
し
て
、
砂
場

を
印
し
付
け
て
塔
の
形
の
像
と
す
る
の
で
あ
る
。
念
誦
を
一
遍
す
る
ご
と
に
［
砂
を
］
印
し
付
け
て
一
つ
の
塔
を
作
り
な
さ
い
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
六
十
万
遍
満
た
せ
ば
、
観
自
在
菩
薩
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
多
羅
菩
薩
か
、

金
剛
蔵
菩
薩
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
心
の
中
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
仙

神
の
妙
薬
が
授
与
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
記
別
が
授
与
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
目
の
前
に
訪
れ
て
、
願
い
に
応

じ
て
皆
菩
薩
の
位
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
の
印
仏
作
法
は
、「
復
有
一
法
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
法
な
く
行
う
印
仏
作
法
で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
法
は
塔
の
形
を
し

た
印
を
用
い
て
、
砂
に
印
し
付
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
六
十
万
の
塔
を
作
る
こ
と
で
様
々
な
悉
地
が
与
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
限
ら
れ
た
経
軌
し
か
当
た
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
経
軌
に
説
か
れ
る
印
仏
作
法
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

経
軌
に
説
か
れ
る
印
仏
作
法
も
、
行
法
の
後
に
修
す
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
両
者
の
目
的
に
は
違
い
が
見
ら
れ

た）
1（
（

。
行
法
の
後
に
行
う
場
合
は
、
成
就
し
な
か
っ
た
行
法
を
成
就
さ
せ
る
意
味
合
い
が
あ
り
、
行
法
と
関
係
な
く
行
う
場
合
は
、
滅

罪
や
悉
地
の
獲
得
が
主
た
る
目
的
と
な
る
。

　

当
然
、
こ
れ
を
も
っ
て
現
在
の
印
仏
作
法
も
、
行
法
の
後
に
行
う
場
合
は
行
法
を
成
就
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
行
法
な
く
行
う
場

合
は
滅
罪
や
悉
地
の
獲
得
の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
と
単
純
に
は
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
役
割
が
全
く

な
い
と
い
う
こ
と
も
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
行
法
の
後
毎
回
印
仏
作
法
を
修
す
る
の
は
、
そ
の
行
法
が
確
実
に
成
就
す
る

意
味
合
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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５
．お
わ
り
に

　

以
上
本
稿
で
は
、『
作
法
集
』
所
収
の
印
仏
作
法
を
取
り
上
げ
、

１
．
印
仏
作
法
と
は
ど
の
よ
う
な
作
法
か

２
．
何
故
現
在
で
は
修
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
の
か

３
．
印
仏
作
法
の
目
的
や
意
義
は
如
何
な
る
も
の
か

　

と
い
う
三
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
以
下
、
簡
単
に
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

印
仏
作
法
と
は
、
行
者
が
帰
依
し
て
い
る
仏
菩
薩
を
、
三
寸
ほ
ど
の
大
き
さ
に
彫
っ
た
印
仏
を
作
り
、
そ
れ
に
柄
を
付
け
て
香
煙

に
薫
じ
、
虚
空
に
印
ず
る
作
法
で
あ
る
。
主
に
一
座
の
行
法
の
後
に
行
う
が
、
行
法
な
く
三
礼
・
如
来
唄
の
後
に
行
う
略
作
法
も
あ

る
。

　

一
座
の
行
法
の
後
に
行
う
こ
と
は
、
四
度
の
行
者
も
例
外
で
は
な
く
、『
幸
聞
記
』
な
ど
を
見
る
と
十
八
道
の
段
階
で
印
仏
作
法

が
伝
授
さ
れ
る
。
し
か
し
、
動
潮
の
『
手
鑑
』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
代
は
基
本
的
に
四
度
の
行
者
に
は
印
仏
作
法
は
伝
授
し
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
印
仏
作
法
中
に
は
、
開
眼
作
法
に
相
当
す
る
所
作
が
あ
り
、
四
度
の
行
者
が
伝
授
さ
れ
て
い

な
い
印
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
為
、
印
を
授
け
な
い
と
す
る
伝
や
、
金
剛
合
掌
を
結
び
真
言
の
み
を
唱
え
さ
せ
る
伝

や
、
四
度
の
行
者
に
は
印
仏
作
法
を
伝
授
し
な
い
伝
な
ど
様
々
な
形
態
が
存
在
し
た
。
そ
の
影
響
の
も
と
、
現
在
加
行
で
は
印
仏
作

法
を
行
わ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
印
仏
作
法
を
修
す
る
機
会
が
減
少
し
た
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　

最
後
に
印
仏
作
法
の
意
義
で
あ
る
が
、
そ
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
る
経
軌
に
も
、
行
法
の
後
に
行
う
も
の
と
、
行
法
な
く
行
う
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も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
経
軌
で
は
そ
の
二
つ
に
明
確
な
目
的
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
前
者
は
行
法
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に

行
う
も
の
で
、
印
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て
成
就
し
な
か
っ
た
行
法
を
成
就
さ
せ
る
目
的
が
あ
る
。
後
者
は
、
行
者
の
滅
罪
や
悉
地
の
獲

得
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。
こ
の
役
割
を
現
行
の
印
仏
作
法
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
行
法
の
後
に
印
仏
作

法
を
修
す
る
意
義
は
、
そ
の
功
徳
を
衆
生
に
広
く
施
す
と
共
に
、
行
法
を
確
実
に
成
就
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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）

・『
密
教
大
辞
典
』（
法
蔵
館1931　

縮
刷
版
第
一
刷
発
行1983

）

註（
１
）
布
施
（1975
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
一
年
に
発
刊
さ
れ
た
智
山
派

の
『
作
法
集
』
は
、『
五
十
四
帖
』
か
ら
十
の
作
法
を
、
そ
の
他
隆

誉
の
『
抜
次
第
』
や
、『
十
結
』
な
ど
か
ら
三
十
二
の
作
法
を
加
え

て
合
計
五
十
三
の
作
法
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
十
年

後
に
改
訂
さ
れ
た
昭
和
四
十
一
年
版
の
『
作
法
集
』
は
、
作
法
の
数

を
三
十
五
法
に
減
少
さ
せ
、
そ
の
う
ち
の
二
十
六
法
を
昭
和
三
十
一

年
版
か
ら
、
残
る
九
法
を
『
秘
鈔
』
や
『
五
十
四
帖
』
か
ら
取
り
入

れ
て
い
る
と
い
う
（
布
施1975, p.53
）。

（
２
）
本
稿
で
は
、『
五
十
四
帖
』
の
成
立
に
関
し
て
論
じ
る
余
裕
が
な
い

た
め
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
も
う
一
つ
髙
井
（1953

）

の
説
を
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
は
、『
乳
味
鈔
』
で
み
た
兼
意
、

心
覚
、
成
賢
、
憲
深
と
い
う
流
れ
で
は
な
く
、
勝
賢
、
成
賢
、
憲
深

と
い
う
流
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
守
覚
法
親
王
の

『
秘
鈔
』
中
の
『
作
法
集
』
と
『
五
十
四
帖
』
を
比
較
し
た
結
果
、『
秘

鈔
』
中
の
『
作
法
集
』
は
守
覚
の
作
で
は
な
く
、
勝
賢
の
作
で
あ
る

と
仮
定
し
た
。
勝
賢
は
成
賢
の
師
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
勝
賢
の
『
作
法
集
』
に
基
づ
き
、
成
賢
が
新
た
に
『
作
法
集
』

を
作
り
、
憲
深
が
其
れ
を
補
っ
て
五
十
四
帖
に
し
た
と
い
う
（
髙
井

1953, pp.614-615

）。
し
か
し
、
こ
の
説
に
対
し
て
、
布
施
（1975

）

は
、
実
は
勝
賢
も
心
覚
に
随
っ
て
諸
尊
の
秘
訣
を
受
け
て
い
る
の
で
、

『
乳
味
鈔
』
に
見
ら
れ
た
説
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い

る
（
布
施1975, p.（7

）。

（
３
）『
作
法
集
』
の
目
次
を
見
て
み
る
と
、
作
法
の
数
は
三
十
六
と
な
る
が
、

今
は
布
施
（1975

）
に
し
た
が
い
三
十
五
と
し
た
。
こ
れ
は
、
恐
ら

く
霊
供
作
法
（
一
）（
二
）
を
一
つ
と
数
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
冒
頭
で
も
述
べ
た
如
く
『
作
法
集
』
の
成
立
に
関
し
て
は
詳
し
く
は

分
か
ら
な
い
。『
五
十
四
帖
』
か
ら
『
作
法
集
』
に
至
る
ま
で
の
経

緯
に
関
し
て
は
註
記
（
１
）
参
照
。

（
５
）『
密
教
大
辞
典
』
で
「
印
仏
作
法
」
を
引
く
と
「
行
者
所
帰
の
尊
像

を
三
寸
許
り
に
作
り
た
る
印
仏
を
香
煙
に
薫
じ
、
以
て
行
者
の
滅
罪

の
為
、
或
は
其
尊
の
功
徳
を
群
生
に
施
す
為
に
行
ず
る
作
法
な
り
」

と
あ
る
。

（
６
）
実
際
に
印
仏
作
法
を
行
う
場
合
に
は
、
自
身
が
阿
闍
梨
よ
り
伝
授
さ

れ
た
通
り
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
７
）
こ
こ
で
は
、
太
融
寺
発
行
の
『
醍
醐
憲
深
方
聖
教
』
の
中
の
『
作
法

集
』
を
引
用
し
た
。

（
８
）
こ
れ
は
、
動
潮
が
洞
泉
（
一
六
七
六
～
一
七
六
三
）
の
口
訣
を
記
し

た
『
三
宝
院
流
洞
泉
相
承
口
訣
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
三

宝
院
流
洞
泉
相
承
口
訣
』
に
は
、
巻
第
四
に
『
印
仏
作
法
伝
授
手
鑑
』

が
、
巻
第
十
七
に
『
作
法
集
口
訣
』
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
印
仏
作

法
は
こ
の
両
者
に
あ
る
。『
作
法
集
口
訣
』
に
印
仏
作
法
が
あ
る
の

は
当
然
と
し
て
、
巻
第
四
に
『
印
仏
作
法
伝
授
手
鑑
』
あ
る
の
は
、

以
下
の
よ
う
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
巻
第
一
に
は
『
十
八
道
次
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第
伝
授
手
鑑
』
が
、
巻
第
二
に
は
『
金
剛
界
念
誦
私
記
伝
授
手
鑑
』

が
、
巻
第
三
に
は
『
胎
蔵
念
誦
次
第
伝
授
手
鑑
』
が
そ
れ
ぞ
れ
収
録

さ
れ
て
お
り
、
巻
第
四
に
お
い
て
『
不
動
護
摩
私
記
伝
授
手
鑑
』・『
神

供
作
法
伝
授
手
鑑
』・『
印
仏
作
法
伝
授
手
鑑
』・『
灌
沐
仏
像
作
法
伝

授
手
鑑
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
内
容
を
見
る
と
、
巻

第
一
か
ら
巻
第
四
ま
で
四
度
加
行
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
巻
第
四

の
護
摩
作
法
の
後
に
あ
る
、『
神
供
作
法
伝
授
手
鑑
』・『
印
仏
作
法

伝
授
手
鑑
』・『
灌
沐
仏
像
作
法
伝
授
手
鑑
』
の
三
つ
は
、
何
れ
も
加

行
に
関
連
し
て
い
る
作
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
９
）『
幸
心
印
仏
作
法
』
の
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
識
語
に
は
、
隆
誉

に
法
を
授
け
た
有
雅
（
一
六
三
四
～
一
七
二
八
）
が
、
隆
勝
の
御
自

筆
本
を
基
に
書
写
し
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
そ
の
た
め
、
有
雅
以

降
の
成
立
で
あ
ろ
う
。

（
1（
）『
智
山
事
相
辞
典
』
で
も
行
者
の
滅
罪
の
た
め
に
行
う
作
法
と
あ
る
。

（
11
）
印
仏
作
法
を
説
く
経
軌
は
様
々
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
全
て
を
検

討
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
『
幸
聞
記
』・『
十
八
道
事
鈔
』・

『
乳
味
鈔
』、
及
び
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
『
印
仏
作
法　

一
紙

／
灌
沐
仏
像
作
法
／
印
仏
塔
浴
像
之
事
』（
以
下
『
印
仏
塔
浴
像
之

事
』）
の
記
述
を
手
が
か
り
に
検
討
す
る
経
軌
を
選
定
し
た
。
そ
の

記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・『
十
八
道
幸
聞
記
』「
印
仏
ノ
功
能
ハ
慈
氏
ノ
儀
軌
、
尊
勝
ノ
儀
軌
、

等
ニ
之
ヲ
説
キ
」（
三
〇
丁
右
）

・『
十
八
道
事
鈔
』「
印
仏
事
慈
氏
并
准
胝
軌
」（
下　

二
十
五
丁
左
）

・『
乳
味
鈔
』「
此
本
説
ハ
蘇
婆
呼
童
子
経
（
五
丁
）
慈
氏
菩
薩
儀
軌

下
巻
（
十
六
丁
左
）
火
吽
儀
軌
（
六
丁
）
等
ニ
出
テ
タ
リ
」（
巻

二
・
七
十
七
丁
右
）

（
12
）
今
は
漢
訳
に
習
っ
てten ʼbrel snying po

を
縁
起
法
身
偈
と
訳
し
た
。

（
13
）
引
用
し
た
漢
訳
を
見
て
み
る
と
い
さ
さ
か
強
引
な
日
本
語
訳
と
な
っ

た
。
引
用
し
た
漢
文
は
『
大
正
蔵
』
の
文
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
こ

の
漢
文
が
非
常
に
読
み
づ
ら
く
、
筆
者
は
こ
の
日
本
語
訳
を
作
成
す

る
際
に
『
印
仏
塔
浴
像
之
事
』
を
参
照
し
た
。『
印
仏
塔
浴
像
之
事
』

は
印
仏
作
法
の
典
拠
と
し
て
『
慈
氏
婆
薩
儀
軌
』
の
こ
の
箇
所
を
引

用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
返
り
点
が
つ
い
て
お
り
、
当
時
の
真
言
学

僧
が
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
以
下
に
返
り
点
を
振
っ
て
こ
の
部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。

「
慈
氏
軌
下
善
無
畏

云
若
ハ
木
ヲ
以
テ
剋
作
テ

二
千
仏
ノ
印
ヲ

一
若
ハ
河
海
洲
ノ
上
ノ

印
シレ
テ
沙
ヲ
為
レ
仏
ト
塔
剋
ノ
木
像
印
レ
沙
成
スレ
ル
コ
ト
塔
ヲ
三
十
万
箇
毎
仏
毎

塔
ノ
前
ニ
テ
誦
真
言
一
百
八
遍
供
二
ー
養
香
花
ヲ

一
一
々
如
レ
法
念
誦
セ
ヨ
最

末
後
ノ
塔
ノ
上
ヲ
放
二
光
明
一
照
二
ー
触
愈
誐
乞
者
ノ
頂
上
ヲ

一
便
得
二
大
悉

地
一
文
」

（
1（
）
残
念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
印
仏
を
香
煙
に
薫
じ
虚
空
に
印
し
付
け
る

経
軌
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
印
仏
作
法
の
典
拠
と
考

え
ら
れ
る
経
軌
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
現
在
の
作
法
が
成
立
し
た

か
は
不
明
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

作
法
集　

印
仏　

印
仏
作
法


